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生物学類担当授業科目

　植物制御学、生物化学 II、応用生物化学実験 III、総

合科目

研究領域　植物機能制御学

研究テーマ

　植物の成長制御に係わる天然および合成物質の作用機

序および植物の環境適応能力の分子基盤の解明を通した

精密で柔軟かつ強靱な生命力の理解とその機能の応用に

関する研究

研究概要

１.植物に対する生理活性化学物質の作用機序の解明 

　環境中に存在し植物の代謝に対して何らかの影響を及

す化学物質（除草剤、無機元素、アレロパシー物質、生

体内代謝産物等）について、それらの作用が発現するま

での過程を生理・生化学的および分子生物学的手法を用

いて明らかにする。また、これらの物質に対して特異的

な反応を示す植物種や選抜された細胞における抵抗性機

植物のクロロフィル合成の薬物による制御

　高等植物におけるクロロフィル生合成系の一つの酵素を特異的に阻害する薬剤を処理すると、蓄積した

クロロフィル合成系の中間体が光を受けることにより大量の活性酸素を発生させ、急速に植物を枯らして

しまう（写真左端のキュウリ個体）。この際クロロフィル合成の原料供給を抑制する物質を処理しておくと、

その濃度に依存して薬剤が植物を枯らす作用が抑制される（左から 2番目～右端の個体）。右端の個体で

はクロロフィル合成が制限されているため以後の成長は遅くなるが、薬剤による急激な枯殺作用は完全に

抑制され健全に見える。

構を解析し、抵抗性遺伝子の探索や特性解析を行いその

利用についても検討する。 

２.光酸化ストレスに対する植物の適応機構の解明 

　地球上で生育する植物にとって避けることができない

光と酸素によるストレス（光酸化ストレス）の原因とな

る毒性の酸素分子種（活性酸素）について、植物細胞へ

の作用機序を明らかにする。さらに、それらに対する防

衛手段である抗酸化系の機能の特徴とストレス下での発

現誘導の分子機構を解明する。 

３.光合成色素生合成の制御機構の解明 

　クロロフィルおよびカロチノイドは光合成で最も重要

な役割を果たしているが、これらの色素の植物での生合

成は厳密に制御されながら行われている。また、クロロ

フィル合成中間体は特異的な生理活性を有すると共に、

核にコードされた葉緑体タンパクの遺伝子発現のシグナ

ルとしての役割も持っている。これらの色素の生合成制

御とシグナル伝達機構を明らかにする。
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